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こ
の
歌
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

に
奥
津
温
泉
の
河
鹿
園
に
宿
泊
し
た
松
崎

天
民
が
詠
ん
だ
も
の
で
、
奥
津
渓
北
端
の

自
然
石
に
こ
の
歌
を
刻
ん
だ
歌
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
崎
天
民（
一
八
七
八
│
一
九
三
四
）は
、

落
合
町
（
現
真
庭
市
）
出
身
の
新
聞
記
者

で
、
当
時
そ
の
敏
腕
ぶ
り
は
有
名
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
傍
ら
で
書
い

た
小
説
・
随
筆
な
ど
は
「
天
民
調
」
と
呼

ば
れ
、
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
奥
津
温
泉

に
は
幾
度
か
来
訪
し
、
講
演
な
ど
も
行
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
歌
碑
は
、
傍
ら
に
取
り
付
け
ら
れ

た
銅
板
に
昭
和
八
年
一
〇
月
の
日
付
で
、

友
人
で
あ
る
小
説
家
・
長
谷
川
伸
と
奥
津

村
長
・
友
保
知
の
連
名
で
建
立
さ
れ
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
地
元
で
は

昭
和
八
年
の
建
立
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
天
民
の
出
身
地
で
あ
る
落
合
町
で

は『
落
合
町
史
』に
昭
和
一
二
年（
一
九
三

七
）一
月
建
立
と
書
か
れ
、
双
方
の
食
い

違
い
に
疑
問
が
持
た
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
津
山
市
在
住
の
大

西
小
生
氏
が
調
査
を
行
い
、
こ
の
矛
盾
を

解
決
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
調
査
成
果
に
よ
る
と
、
天
民
が
生

前
、
編
集
・
発
行
人
と
な
っ
て
い
た
『
食

道
楽
』
と
い
う
雑
誌
の
昭
和
一
二
年
五
月

号
に
、
天
民
の
歌
碑
建
立
の
記
事
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
除
幕
式
の
写
真
と
「
松
崎
天
民

翁
の
歌
碑
が
本
年
四
月
七
日
翁
が
郷
里
岡

山
縣
作
州
の
奥
津
温
泉
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時

の
新
聞
「
合
同
新
聞
」
の
昭
和
一
二
年
四

月
八
日
夕
刊
に
は
友
人
の
長
谷
川
伸
、
土

師
清
二
、
甲
賀
三
郎
と
天
民
の
子
・
松
崎

哲
郎
が
、
七
日
午
後
三
時
か
ら
行
わ
れ
る

歌
碑
の
除
幕
式
に
参
加
す
る
た
め
に
奥
津

を
訪
れ
た
こ
と
が
記
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
資
料
か
ら
、
天
民
の
歌

碑
の
建
立
が
昭
和
八
年
で
は
な
く
、
実
際

は
一
二
年
の
建
立
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
歌
碑
の
銅
板
に
は
昭
和

八
年
と
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
で
す

が
、
そ
の
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、「
津
山
朝
日
新
聞
」
昭
和
四
六
年
（
一

九
七
一
）
一
二
月
四
日
の
記
事
に
よ
る
と
、

こ
の
銅
板
は
戦
後
間
も
な
く

持
ち
去
ら
れ
、
原
文
は
わ
か

ら
な
い
ま
ま
で
し
た
が
、
発

起
人
の
一
人
で
あ
る
友
保
知

氏
宅
で
原
文
が
見
つ
か
り
、

友
保
氏
の
自
費
で
復
元
さ
れ

た
（
大
意
）
と
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば

歌
碑
の
建
立
は
昭
和
一
二
年

で
す
が
、
銅
板
の
銘
文
は
八

年
に
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
推
測
も
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、「
津
山
朝
日
新
聞
」
昭
和
四
六

年
六
月
一
七
日
に
、
牧
野
英
一
氏
に
よ
る

天
民
歌
碑
除
幕
式
の
回
想
と
し
て
、「
式

後
に
津
山
の
対
鶴
楼
で
歓
迎
の
宴
が
持
た

れ
た
」
と
書
か
れ
『
奥
津
町
史
』
に
も
引

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、前
記
「
合
同
新
聞
」

の
記
事
に
は
、「
午
後
零
時
五
四
分
に
津

山
に
到
着
し
、
河
鹿
園
で
温
泉
に
入
り
除

幕
式
に
列
席
、
そ
の
後
奥
津
荘
で
有
志
に

よ
る
歓
迎
会
が
あ
り
、
河
鹿
園
で
宿
泊
、

翌
日
に
は
岡
山
に
帰
っ
た
（
大
意
）」
と

あ
り
、
当
時
に
書
か
れ
た
新
聞
記
事
の
方

が
信
憑
性
は
高
い
と
考
え
れ
ば
、
歓
迎
の

宴
は
対
鶴
楼
で
は
な
く
奥
津
荘
で
開
催
さ

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
牧
野
氏
は
、
実
業

家
で
村
会
議
員
・
県
会
議
員
も
歴
任
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
宴
席
を
た
び
た

び
経
験
し
て
い
た
と
考
え
れ
ば
、
三
〇
年

以
上
前
の
記
憶
が
混
同
し
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
調
査
成
果
は
、
奥
津
温
泉
の
歴
史

を
新
た
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
調

査
に
お
け
る
一
次
史
料
（
当
時
に
書
か
れ

た
史
料
）
の
重
要
性
を
証
明
し
た
非
常
に

意
義
の
あ
る
成
果
と
い
え
ま
す
。
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